








































































































































































































































































































































































































































・磁石の性質（3年） ・光と音の性質（3年） ・風やゴムの働き （3年）
・太陽と地面の様子（3年） ・雨水の行方と地面の様子（4年） ・空気と水の性質（4年）
・流水の働き （5年） ・土地のつくりと変化（6年）
○教育課程編成の際の留意点
・保育者自身が、物質の見方を養い、教材・教具に対して科学的な扱い方に慣れ、その活用を幼児の遊びと
一体的に考えておく必要がある。
・保育の中で利用する物や用具の年間を通しての活用計画表を作成しておく。
・物や用具による遊びは、簡単な遊びから幼児自らが遊びの質を高めていけるような用具の準備や保育者の
「これからどうしていきたいの」などの幼児の想いや願いを引き出す声掛けをする。
内
容 学習対象・学習活動等
思考力、判断力、表現力
等の基礎
知識及び技能の基礎
学びに向かう力、人間性
等
(5)
･身近な自然を利用した
り、身近にある物を
使ったりなどして遊ぶ
活動を行う。
｡遊びや遊びに使う物を
工夫してつくる。
･その面白さや自然の
不思議さに気付く。
．みんなと楽しみながら
遊びを創り出そうとす
る ◎
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いろいろな遊びをした後の結果や共に体験した喜びを一緒に味わい、物や用具を使った効果を確かめ合う
ようにする。
3小学校との円滑な接続及び自然体験を重視した教育課程（アプローチカリキュラム）作成について
教育課程は、各幼稚園が幼稚園教育要領を踏まえ、教育理念や目標をより具体的に明示したもので、それぞ
れの園の実態に応じて独自に編成するものである。特に「小1プロブレム」の解消に向けての小学校との円滑
な接続や幼児期の自然体験が十分でないという実態等から、小学校以降の教育内容を理解した上で自然体験を
重視した教育課程を編成していくことは重要なことであると考える。
そこで、円滑な小学校との接続を行っていくためには、 自然体験の位置付けも含めてアプローチカリキュラ
ム（幼稚園）とスタートカリキュラム（小学校)の両方のつながりについて明らかにしておくことが重要になっ
てくる。そのためには、幼稚園と隣接する小学校と双方の教育課程の編成について協議を行う必要があると考
える。
接続の視点としては「子供の経験の連続性」が極めて重要となってくる。例えば、 自然との関わりや命の尊
さについての学びは、幼児期だけではなく、就学期以降にも連続性のあるものと考えられる。小学校の学びは
ゼロからスタートするのではなく、幼児期の学びの上に育まれるものであり、幼小接続を考える上で、幼児期
の学びがどのように発展していくのか理解することが重要である。小学校におけるスタートカリキュラムは、
幼児期に総合的に育まれた知識や能力を、徐々に各教科等の特質に応じた学びにつなげていく内容である。小
学校では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教育要領等
に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を考慮しつつ教育活動を実施することが求められている。
このことから、保育者には幼児教育終了後の子供の姿を見越す力、小学校教師には入学前の子供の経験を生
かす力が必要であり、その力を駆使して「子供の経験の連続性」を大事にしながら双方の教育課程を作成して
いく必要がある。幼児から児童期にかけての教育の構造は下図の通りである。
幼児期から児童期にかけての「子供の経験の連続性」を大事にした教育の構造
O教育の目悶の共逓
・幼児期を含め、個ノ
沓の完成】
*I-今の瀧
O幼小の教育の目的の連続性・一貫性
・幼一生涯にわたる人格形成の基礎を培
＝＞義務教育及びその後の教育の基礎を
二幼児の健やかな成長のために適切吃
・小一義務教育のうち基礎的なものを施
○幼小の教育の目的の連続性・一貫性
・幼小の教育目標は、連続性・一貫性を《
誇り
理方込〃
=愚
教育の目的・目標
幼
小
の
教
育
の
連
続
性
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’
’教育課程
’
○教育要領、保育指針、学習指導要領《社会に開かれた教育課程の実現を目指して》
・幼児期と児童期の教育には、子供の発達の段階の違いに起因する教育課程の構成原理や指導方
法等の違いがある。
．ただし、こうした違いの理解・実践は目的・目標が連続性・一貫性をもって構成されているこ
との前提に立って行われなければならない。 【学びの連続性の確保】
①幼児期における教育要領等に基づく教育は、児童期の学習指導要領に基づく教育の内容の
深さや広がりを十分理解した上で行われること
畢
《今の学びがどのように育っていくのかを見通した教育》アプローチカリキュラム
②児童期における学習指導要領に基づく教育は、幼児期の教育要領等に基づく教育の内容の
深さや広がりを十分理解した上で行われること
畢
《今の学びがどのように育ってきたのかを見通した教育》スタートカリキュラム
幼
小
相
互
の
教
育
内
容
の
理
解
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
の
編
成
幼児期に育みたい資質・能力
｢知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」
｢学びに向かう力、人間性等」
環境を通して
行う教育
《幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿》
児童期以降に育みたい資質・能力
｢知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」
畢
教育活動
《幼児期》学びの芽生え吟《児童期》自覚的な学び
－ー＝ 一
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
で
改
善
’
幼児期から児童期の子供の特性に応じた教育の展開
(自然事象等との直接的・具体的な対象との関わり）
【人との関わり】
なﾛ蝋整備,一発達段階蝋蝋蝋
【ものとの関わり】 二体験をさらに広げ深める工夫
・自然（自然体験）との関わり ・身の回りの物との関わり
且
’
１
１
１
人や自然、物との関わりを通して、より抽象的な概念等
(自然のきまりや規則性等）を認識していく
－－
この幼小接続の体系的理解のもとに自然体験を重視した具体的な教育課程編成の手順としては下記のことに
留意しながら作成していく必要がある。
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①自然体験を特色とした編成に必要な基礎的事項についての理解を図る。
・関係法令、幼稚園教育要領、幼稚園教育要領解説などの内容について共通理解を図る。
・幼児期の発達、幼児期から児童期への発達についての共通理解を図る。
・自然体験に関する幼稚園や地域の実態、幼児の発達の実情などを把握する。
・自然体験の重要性等社会の要請や保護者の願いなどを把握する。
②各幼稚園の教育目標に関する共通理解を図る･
・自然体験の意義を含めた現在の教育が果たさなければならない課題や幼児の発達段階に応じた期待する幼
児像などを明確にして教育目標についての理解を深める。
・年長児においては、小学校との円滑な接続を意識して幼児期の終わりまでに育ってほしい具体的な姿につ
いての共通理解を図る。
③自然体験等をとおした幼児の発達の過程を見通す。
・幼稚園生活の全体を通して、幼児が自然体験等を通してどのような発達をするのか、どの時期にどのよう
な生活が展開されるのかなどの発達の節目を探り、長期的に発達を見通す。
・接続後の学習過程等の重要性を踏まえ、具体的な自然体験活動等の中で、比べる、関連付ける、総合する
といった、思考の過程を示すなど、思考力の芽生えを育むようにする。
・幼児の発達の過程に応じて教育目標が自然体験等を通してどのように達成されていくかについて、およそ
の予測をする。
④自然体験等を踏まえた具体的なねらいと内容を組織する。
・幼児の発達の各時期にふさわしい体験が展開されるように適切なねらいと内容を設定する。その際、幼児
の自然体験等の生活経験や発達の過程などを考慮して、幼稚園生活全体を通して、幼稚園教育要領に示さ
れた事項が総合的に指導され、達成されるようにする。
・身近な自然や生活の中にある、何気ない音や色に気付き楽しむことが、幼児の豊かな感性や自分なりの表
現を培う上で大切であることから、 自然や生活の中にある音や素材に触れる機会を増やすようにする。
・実際の指導計画作成段階では、幼小交流・連携計画、 自然体験活動等の環境構成や授業の工夫、援助・支
援や指導のポイント ・配慮、家庭との連携、特別支援教育の視点等が位置付けられようにする。
⑤教育課程を実施した結果を評価し、次の編成に生かす。
・教育課程の改善の方法は、幼稚園の創意工夫によって具体的には異なるが、次のような手順が考えられる。
ア． 自然体験活動の具体的な子供の姿を基にした評価の資料を収集し、その妥当性等について検討する。
イ． 自然体験活動等について整理した問題点を検討し、原因と背景を明らかにする。
ウ．幼児期の終わりまでに育ってほしい具体的な姿を基に次年度の教育課程の改善案をつくり､実施する。
Ⅵおわりに
本稿では、幼稚園と小学校との円滑な接続が求められている中、教員間の年数回の行事や研究会などの交流
はあるが幼小の接続を見通した教育課程の編成の協議までは十分至っていないという現状を踏まえて、 自然体
験の連続性を中心に小学校の生活科や理科等の教育内容を意識した教育課程の編成の在り方に言及してみた。
今回の幼稚園教育要領改訂で保育内容「環境」では、 自然を対象にした遊びの中で様々な事象に興味や関心
をもつことで、 自分なりに比べたり、関連付けたりしながら考えることが主体的な活動につながっていくと示
されている。この幼児期の自然から得た「学びの芽生え」が基礎となって、小学校の生活科においては自ら動
植物に関わるための活動目標につながっていく。そして、 3年生から始まる小学校理科の目標に示されている
｢考え方」としての「比較する（3年)」「関係付ける（4年)」につながっていくものと考えられる。
このように小学校においては、幼児期の終わりに、 自然事象等との関わりの中で得られた「学びの芽生え」
を土台に主体的な学びへと発展していく。そして、その小学校での学びは、中学校や高等学校、大学へと連動
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していき、 さらに社会生活を送る上で様々なことを学びとっいく基礎となっていく。今後の一人一人の子共の
充実した学びを見据えて、円滑な接続のためにも「自然体験」をキーワードに教育課程のつながりを意識し、
よりよい教育課程の創造について幼稚園と小学校が丁寧に協議していくことが必要であると考える。
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